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令和３年１月定例教育委員会会議録 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

（１）日 時 令和３年１月１９日（火曜日） 

開 会 １５時３０分 

閉 会 １６時３０分 

（２）場 所 直方市役所 ８階 第８０８会議室 

 

２．出席者及び欠席委員の氏名 

（１）出席者 

教育長 山本栄司 

教育長職務代理者 篠田尊徳 

委 員 中野昭子 委 員 阿部英子 

委 員 内藤誠治 

 

３．会議に出席した者の氏名 

（１）事務局 

  教 育 部 長 安永由美子 

  教育総務課長 熊井康之、学校教育課長 石丸直哉 

  学校教育課管理主事 大塚泰信、こども育成課長 塩田礼子 

  文化・スポーツ推進課長 原 寿江 

 

（２）書 記 

   教育総務課長 熊井康之 

 

４．会議式次第 
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○山本教育長 

  お集まりいただきましてありがとうございます。それでは、１月の定例教

育委員会を始めさせていただきます。 

  まず、教育長報告をさせていただきます。お手元の資料を見ながら御確認

ください。 

  １２月１７日木曜日、１２月定例教育委員会を実施いたしました。このと

きから、新たに篠田委員さんのほうが参加いただいたということになります。 

就学前子どものための教育・保育の実施に関する条例施行規則、この一部

改正などといった内容です。 

  １８日金曜日、直方市表彰式を行っております。農業委員としての永年勤

続による市政功労賞ということで、森勝久氏に表彰しております。 

  同じ日、不祥事防止対策検討委員会を実施いたしました。これは直方市教

委内部のものでございます。先日お集まりいただきましたように、本市教員

が酒気帯び運転、これにより逮捕されるという事件が発生しました。これま

での取組の確認、それから今後の取組充実等の検討の中身で行ったところで

ございます。 

  ２２日火曜日、スポーツ推進委員功労者表彰を武内道明さんにお渡しをし

ております。直方市体育指導員として地域のスポーツ活性化に努め、特にカ

ヌースポーツの普及促進に尽力いただいたことによるものです。 

  ２３日水曜日、第２９回になりますが、新型コロナウイルス感染症対策本

部会議が実施されております。 

  令和３年の１月６日水曜日、臨時教育委員会を実施いたしました。道路交

通法違反に係る教職員の懲戒処分について、県教委へ内申をするものでござ

いました。人事に関することということで非公開での実施といたしました。 

  ８日金曜日、総合計画策定委員会、第９回になります直方市のまちづくり

に向けた基本的指針の策定を行っているところでございます。 

  １０日日曜日、成人式、例年どおりというわけにはまいりませんで、来賓

等の数を絞った形で、中身も若干省略をいたしまして、取りあえずは成人式

を実施ということで行いました。出席率のほうですけれども、６２．９％、

例年が大体７０．２％前後といったようなところで、例年の１割減程度の数

にはなりましたけれども、その程度の出席はいただいたということです。大

変落ち着いた成人式に今年度はなってございました。 

  １２日火曜日、定例校長会を実施いたしました。内容でございますけれど

も、令和３年度の人事異動について、また不祥事防止についてといったよう

な内容で行っております。それから永年勤続表彰、これは役場職員の分でご

ざいます。 
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  １２、１３、１４日の３日間にかけまして、市内小中学校の校長１５名の

業績評価面談を私と石丸課長との二人で実施いたしました。 

  １５日金曜日、１月定例教育長会議。不祥事防止、または管理職人事に関

しての内容で、北九州教育事務所で行われました。 

  同じく１５日金曜日、新型コロナウイルス対策本部会議、これが第３０回

を数えますが実施いたしております。 

  １９日火曜日、１月定例教育委員会、本日ということでございます。 

  裏面にまいりまして、２０日水曜日、第３回保幼小中高連携推進協議会運

営委員会を予定しておりましたが、コロナのために中止の予定です。 

  ２２日金曜日、小中一貫教育本部会議。これは、２７日の水曜日に変更と

なってございます。 

  ２５日月曜日、福岡県への教育要望ということで、本庁のほうに、いろい

ろな加配職員の定数の関係で要望に行ってまいります。 

  ２６日火曜日、文化財防火訓練。これが八幡神社で行われますので、私と

部長で参加してまいります。 

  以上、報告と今後の行事の予定ということで説明させていただきました。 

  何か御質問がございましたらお願いいたします。よろしいでしょうか。 

報告は以上で終わらせていただきます。 

  続きまして、議案のほうに入らせていただきます。本日の議案は１件、議

案第２９号、直方市文化財資料等寄贈・寄託に関する要綱の制定について、

原課長、お願いいたします。 

 

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江） 

  では、直方市文化財寄贈・寄託の取扱いに関する要綱を新規制定する告示

について、御説明いたします。資料１をお願いいたします。 

  議案第２９号、直方市文化財資料等寄贈・寄託に関する要綱の制定につい

て、直方市教育委員会事務委任規則第２条第２号の規定により提案するもの

です。座って御説明させていただきます。 

  この要綱は直方市の歴史・文化を理解する上で、重要な意味をもつ歴史

的・学術的に価値の高い文化財資料等、以下資料等と省略して説明させてい

ただきます、の寄贈及び寄託の取扱いの基準や手続等の規定がなかったため、

必要な事項を定めるものです。条文の内容を御説明いたしますので、次のペ

ージの要綱の条文を御覧ください。 

  まず、第１条はこの要綱の趣旨を、第２条は寄贈や寄託を受ける資料等は

どのようなものが該当するのか、寄贈及び寄託とはどういうことをいうのか

を定義を定めております。 
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  第３条は、資料等の受入れに関して申出を受けた際は、学識を有する者の

意見を聴取するなど、資料等を適正に評価した上で、受入れに要件が合うか

どうかを可否決定し、受け入れた際は適正な管理を行うよう管理台帳を整備

することとしています。 

  第４条は、寄贈者は寄贈申請書を提出すること及び寄贈品を受けた場合は、

寄贈者に対し寄贈品受領書を交付することとし、第５条は、条件付の寄贈品

は受け入れないこととしております。 

  第６条は、寄託者は寄託申請書を提出すること、及び寄託品を受けた場合

は、寄託者に対し寄託品預証書を交付することとしております。 

  第７条は、寄託品の寄託期間は、原則３年とすることとし、寄託期間を更

新する際は、寄託者に寄託期間満了を通知し、返還の意向があるかどうかを

確認した後、更新の手続を行うとしております。 

  第８条は、寄託品の返還に関する手続について、第９条は、寄託品の所有

権が売買や相続などで移転した場合や寄託者の氏名、住所等が変更した場合

の手続について、第１０条は、寄託者が預証書の再交付依頼をする場合の手

続について、それぞれ事務手続について規定しております。 

  第１１条は、寄託品の搬入や返還時に要する輸送等及び燻蒸に要する経費

は寄託者が負担することとしております。 

  第１２条は、寄託品の寄託期間中の展示や保管についての取扱いを規定し

ております。 

  第１３条は、その他、この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定

めるとしております。 

  この要綱の制定附則として、公布の日から施行することとしております。 

  寄贈及び寄託の手続に要します様式第１号から第１１号の説明は省略させ

ていただきます。説明は終わります。よろしくお願いいたします。 

 

○山本教育長 

  ただいま説明がございました寄贈と寄託ということで、今までこういった

ような定めがなかったため、新たに制定をするということですね。寄贈とい

うのは所有権がこっちに移ってくる、寄託は所有権が相手にあるということ

です。これは何年間ですか。 

 

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江） 

  寄託者に対して継続するかという意向調査をした後に、３年ごとに確認し

て延長していくという手続になります。 
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○山本教育長 

  御質問がございましたらお願いいたします。 

 

○篠田委員 

  文化財などの散逸を防ぐにはすごく意味があることだと思うのですが、物

によっては湿度管理とか難しい問題が出てくると思います。そのあたりは何

か場所を設けた上でのこういうことになっているのでしょうか。 

 

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江） 

  現在、美術品、絵画とかを保管している倉庫がございまして、美術品が痛

まないよう温度管理するようにしております。そちらのほうに保管する場所

を設けて寄託品を保管する予定になっております。 

 

○篠田委員 

  大型の物でも入るような場所ですか。 

 

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江） 

  直方警察署の斜め前、セブンイレブンの向かいに大きな倉庫が別棟で建っ

ております。 

 

○中野委員 

  ３年間の間は保管だけなのですか。展示とかそういうことに使うというこ

とはないのですか。 

 

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江） 

  一応、中央公民館の中に郷土資料室というものがございまして、年間で数

回入替えて、郷土の資料を展示して皆さんに見ていただくという企画展をや

っております。貴重な物を寄託いただきましたらそういった物を市民の方に

見ていただければと思いますので、企画展を催して見せていこうと思ってお

ります。 

 

○中野委員 

  ありがとうございます。いいことですね。 

 

○山本教育長 

  そのほかいいですか。では、議案第２９号につきまして、御承認いただけ
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る場合は、挙手をお願いいたします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  ありがとうございます。議案第２９号は可決ということで確認いたします。 

  では、続きまして協議事項に移ります。教育委員会告辞について、石丸課

長、お願いします。 

 

○学校教育課長（石丸直哉） 

  お手元の資料２を御覧ください。告辞の内容の前に本年度の卒業式のこと

なのですが、このようなコロナの状況下、昨年と同様にしたいと考えており

ます。昨年は３０分以内で式を終わるようにしました。しかし、時間を延ば

して、１時間以内に終わるようにしたいと思います。卒業証書は、小規模の

小学校では一人ずつ手渡しします。大きい学校でも名前は呼んで代表の子が

とりに来るぐらいの時間は必要なのかなということです。大きい学校もある

ので１時間以内ということで話をしております。 

  それに伴い、告辞を本年度も読まず、記念品をお渡しするというところだ

けにさせていただこうと思っております。 

  子供の呼びかけとかも学校によっては入るかもしれません。それは学校に

任せています。 

  それでは、告辞の内容についてですが、小学校と中学校と二つありますの

で、小学校のほうから御意見、御訂正等あると思いますので、お願いしたい

と思います。小学校のほうはソフトバンクホークスの工藤監督のことです。

感謝ということを伝える告辞ということで古賀指導主事のほうが作成いたし

ました。よろしくお願いします。 

 

○中野委員 

  内容はとてもすばらしいと思います。中段のところですが、「ついには体

調を悪くして、２５歳のときに」となって、その後にまた「悪くして」と入

っていますので、ここをできましたら「ついには体調を壊して」、そして

「２５歳のときには引退を考えたこともあったそうです。」にしてはどうか

と。これにもたしか「調子の悪いときが長引いたり、けがをしたりしまし

た。」とありますよね。その並びに「ついには体調を悪く」なので、できた

ら「壊した」のほうが、耳触りがいいかなと思いまして。 

  それと、「周りのたくさんの方々の支え」、「に」だけでいいかなと思って
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「も」は要らないかなと思いましたが、「支えに気づくことができるように

なったそうです。それがまた、自分でも今まで以上に」ということと、それ

とその下の段の「たくさんの人の協力を重視している」と書いてありました

ので、類義語として「尊重」に変えられたほうが文章の流れからして分かり

やすいかなと思いました。 

  それと、「医療従事者の方々への努力と勇気に対して感謝の言葉でした。」

というくだりですが、これはコロナで試合が中止になったり、無観客の試合

となったことですよね。その説明を入れられたほうが分かりやすいかなと思

います。 

  それと最後のほうなんですけれども、「ぜひこの節目に、様々な感謝を見

詰め直し、」とあるので、このままでもいいかとは思いますけれども、「感謝

の思いを見詰め直し、」言葉を一言付け加えられたほうが言葉の流れがきれ

いかなと思いまして。 

  それと、「皆さんの今後に生かしていただきたい」の上に、「毎日たくさん

の支えが」というところを具体的な名称を入れたほうが響くと思いました。 

 

○山本教育長 

  ありがとうございました。そのほかにございますか。 

  小学校はそういったところの修正を入れていただいて、続いて中学校の卒

業式の告辞のほうに移りたいと思います。 

   

○阿部委員 

  中村先生ですけれども、「さん」のほうが、親しみは感じるんですけれど

も、やっぱりすばらしい先生であったことを考えると、親近感をもって「さ

ん」というよりは「先生」のほうが自分としてはしっくりくるかなと思いま

した。 

 

○山本教育長 

  ほかにありますか。 

   

○中野委員 

  「福岡県出身の」から入りまして、「その後、１９８４年に」となってい

ますけど、ここ、「その後、転機が訪れました」のほうがいいかなと思いま

す。「１９８４年に海外医療協力会からのパキスタン北西部」と続けていた

だいて、「派遣依頼があったのです。」で切っていただいて、もともと登山と

昆虫採集が趣味で、パキスタンの山に登った経験と、「や」でもいいですけ
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れども、もう一つ、珍しいチョウが生息していることからとそのまま続いて

いますが、接続詞として「そこには」か何か入れられたほうが読んだ感じが

分かりやすいかなと思って。 

 

○学校教育課長（石丸直哉） 

  なるほどですね。 

 

○中野委員 

  それと「当時、中村さんが」、ここは中村先生ですね。「中村先生が活動し

ていた地域」からで、二段目、そのすぐ下の「中村先生は、感染症の診療に

積極的に参加し、多くの難民の命を救っていきました。」ここに「そのと

き」と書いてありますが、ここを「そのような中」か「そんな折」とかで言

葉をちょっと変えていただいたほうが、その下の「このときから、医療活動

も行いながら、」と見分けがつくかなと思います。 

  それと、中段の「多くの苦しんでいる人々を目の当たりにし、」から、お

ばあ様の助言でというか、言葉が入っています。「夢を実現するために、」こ

こら辺から「多くの」というのが再三出てくるので、「数々の困難がありま

したが」に変えられたほうが、流れがスムーズかなと思います。以上です。 

 

○山本教育長 

  ありがとうございます。ほかに何かございませんか。 

  それでは、告辞のほうは以上で終わります。 

  続きまして、報告事項のほうに移ります。本日、五点ほどございます。 

  まず、最初に、直方市立保育所条例施行規則を廃止する規則について、お

願いします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  資料３をお願いいたします。直方市立保育所条例施行規則を廃止する規則

について御説明いたします。直方市立保育所条例につきましては、１２月議

会のほうに上程させていただきまして、保育所条例自体が直方市立中央保育

園を規定していたものなんですが、民営化ということで保育所条例の廃止が

議決されましたので、それを受けまして細かいことを規定している施行規則

の廃止を行うものです。 

  この規則につきましては、令和３年４月１日から保育所条例の廃止と同一

日で施行することといたしております。以上です。 
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○山本教育長 

  ただいまの直方市立保育所条例施行規則を廃止する規則についてというこ

とで御説明がございましたが、これにつきまして何か御質問がございました

らお願いします。 

  では、二つ目に移ります。直方市保育研修事業等補助金交付要綱の一部を

改正する告示について、お願いします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  資料４をお願いいたします。直方市保育研修事業等補助金交付要綱の一部

を改正する告示につきまして、御説明いたします。この要綱につきましては、

直方市内の保育所の質の向上のために研修を行った際の費用について補助を

行うことを規定しております。今般のコロナウイルス感染症の関係で、一堂

に会しての研修というのがなかなか難しい状況になっておりまして、研修元

のほうもＺｏｏｍか遠隔地でできるような形であればということで研修を継

続していただいていることです。 

  本市としても、引き続き保育所の質の向上を図っていきたいというような

ところもございまして、Ｚｏｏｍ等を利用した研修を受けることができるよ

うに、今まで認めていなかった備品の購入費を今回の補助金の中に組み込む

ものでございます。 

  この告示につきましては、公布の日から施行して令和２年４月１日から施

行する。本年度、購入した備品購入費、これについてはただ備品というわけ

ではなくて、映像等を活用して研修に資するものに限るというような条件を

加えたところでの補助金を受け付けることとしております。以上です。 

 

○山本教育長 

  コロナ対策に応じた研修といったものに耐えられるようなものに変えてい

くということで御説明がありました。これにつきまして、何か御質問がござ

いましたらお願いします。 

  三つ目に進みます。直方市保育士奨学金返済支援事業補助金交付要綱の一

部を改正する告示について、お願いします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  資料５をお願いいたします。直方市保育士奨学金返済支援事業補助金交付

要綱の一部を改正する告示について、御説明いたします。座って説明させて

いただきます。 

  この補助金につきましては、本年度から施行しているところでございます。



 

－10－ 

内容につきましては、育英会などでお金を借りて大学や短大などに行って保

育士になられた方で、保育士になった後で返済していかないといけないと、

直方市で保育士として働いていただけるということであれば、その返済の一

部について補助しますよというような補助金を今年度からスタートしたとこ

ろです。その補助金の申請が今回１件上がっているところなんですけれども、

この補助金に暴力団の追放推進条例、言わば暴力団と関係のある人について

は、市としてはお金は出せないというようなところを加えておりませんでし

たので、加えて暴力団を排除するというような形にもっていきたいと思いま

す。直方市暴力団等追放推進条例第２条第２号に規定する暴力団員もしくは

同条第３号に規定する暴力団またはこれらの者と密接な関係を有する者でな

いこと、というような条件を加えたところで返済の補助金を出すことといた

します。 

  附則といたしまして、この告示につきましては、令和３年４月１日から施

行することとしております。 

  それと併せまして、様式第１号につきましてもこういったことで、暴力団

の構成員であるかどうかにつきまして、直方警察署に照会するということで

同意をもらうようにしております。以上です。 

 

○山本教育長 

  今の件につきまして、何か御質問がございましたらお願いします。 

  

○中野委員 

  密接な関係とはどこまでですか、血縁関係とかあるとは思いますが。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  こちらについては、警察署のほうでそういった状況になっているかどうか

というのを照会させてもらって、把握させてもらうような形になります。 

 

○中野委員 

  私の知り合いにお父さんが暴力団員のお子さんがいて、構成員とは違いま

すが、その子が大きくなっていくにしたがって社会的なハンデがあって、す

ごく遠回りをしないといけなくなっています。そういうことがあるというの

が分かったときに、それでこういう条例からしたら密接な関係をどこまでそ

ぐわないというふうに判断されるのかというのが、参考までに知りたいなと

思いまして。 
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○こども育成課長（塩田礼子） 

  直方警察署のほうで把握している暴力団と暴力団構成員で、私たちでは分

かり得ないところかなと思っております。警察署の照会をもって判断させて

いただくような形になります。 

 

○山本教育長 

  そのほかにございましたら、阿部委員。 

 

○阿部委員 

  昨年９月に今ちょっとコロナで病院が実習の受入れが難しいみたいで、本

当は保育士さんと養護教諭を目指している患者さんですけれども、病院実習

に来られたときに、直方市で保育士になって何年間か働いたら奨学金を返さ

なくてもいいといった話をされていましたが、それがこの支援と一緒のもの

なのかおしえてください。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  奨学金を返さなくていいというメニューは直方市のほうでは持っていない

です。こちらの分に関しては、奨学金を借りて返済が始まったときに１万円

を上限に３年間というような条件で実施しております。なので、よその自治

体によっては、例えば３年間働いたら借りた分を全部市のほうで補助します

よというようなところもありますが、７，０００円とか８，０００円とか借

りた金額に応じて返済していく形になります。 

 

○阿部委員 

  期間は一応３年間ですか。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  直方市では３年間縛りをつけるよりは、気持ちよく途中で辞めることがで

きるという余地を残しながら月々の話ということで考えていっているところ

です。 

 

○阿部委員 

  分かりました。ありがとうございます。 

 

○山本教育長 

  では、そのほかよろしいですか。 
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○篠田委員 

  私は仕事上、保育園を一応運営している立場なのでこういう奨学金返済の

支援事業というのはすごくありがたい事業だなと思います。前回の定例会議

のときに中野委員のほうから直方市に待機児童がいるのですかという質問が

ありましたけれども、各園の規模からいえば十分園に収容できると思います。

結局、保育士さんが足りていない現状の中で、３年間の定員割れを起こして

いれば定数を下げてよいと、下げておかないと経営上いろいろ支障がおきる

こともあるので、定数を下げる申請を行ったところです。現状もうこれで保

育士さんがどこの園も確保できなければ、どの園も定数を下げていきましょ

うとなっていけば負のスパイラルといいますか、待機児童が増えるという形

になります。保育士の確保の問題というのが各園も自分の努力だけではちょ

っともう手に負えないぐらいの地域格差といいますか、特に北九州とここは

隣接しているので、直方市で働くよりは最初から初任給が違う市外に最初か

ら流れていくようなことが起きています。直方市で勤務するということが最

初から外れていけばより保育士さんが来ない、定数が下がっていく、待機児

童が増えるという形になると思います。そういう意味ではとてもこういう保

育士さんを確保する事業、行政のほうがしていただくというのはとてもあり

がたいことだなと思いながら、ただ今おっしゃっている、ひょっとしたら周

辺の自治体で奨学金等、公立の小中等は育英会の資金は何年間か働いたら返

済しなくていいというものですかね。お金がかかることと思いますが、保育

士さんの確保が一番すごく、もうこれは各園単位の問題ではなくて、自治体

の問題になってきている、ほっといたらどんどんひどい状況になっていくと

思います。こういう形の支援は、いろんな方面で続けていただいたらありが

たいなと思いながら聞かせていただいたところです。 

 

○山本教育長 

  保育士の確保は本当に重要な課題であって、あらゆる手を考えながら、ま

た北九州市、飯塚市、近隣の市の様子等も参考にしながらやっていっている

ところですけれども、なかなか思ったようには集まらないのが現状です。そ

の辺のところが何かございませんか。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  保育士確保対策の中で、今ある直方市の保育所、幼稚園の魅力を知っても

らいたいというような思いが強く、保育士確保対策ということで合同就職説

明会というのを去年からスタートさせています。年間２回のメニューで実施

していますが、各保育所がやっているような取組であったりとか、園の魅力
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とかをブース形式で掲示してもらって、そこに保育士を目指している方であ

ったりとか、しばらく離職された方にブース巡りをしてもらって、園の担当

者にこの園はこんな状況ですとかお給料が幾らぐらいありますとか、そうい

った内容を直接説明していただくような形をとっています。 

  今年はコロナの関係で来場者はすごく少ないですが、保育士として今のと

ころ３人は確保できていると思います。お金だけじゃなくてやりがいであっ

たりとか、それぞれの保育所の特色であったりとかそういったところを実際

に感じてもらって、長く勤めてもらうような取組をしているところです。 

 

○山本教育長 

  そのほか何かございましたら。よろしいですか。 

  では、令和３年成人式について、お願いします。 

 

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江） 

  令和３年の成人式について、先ほど教育長の行事報告で報告がありました

けれども、１月１０日の日曜日にユメニティのおがたで令和３年直方市の成

人式を行いましたので、改めて私のほうから御報告させていただきます。 

  今回の成人式についてですが、成人の該当者は昨年度よりも５４名少ない

５２０名でございました。当日は、昨年度よりも８１名少ない３２７名の出

席でございました。出席率は６２．９％で昨年度よりも８．２％減少してお

ります。減少が大きかったのは、やはり新型コロナ感染症が拡大していると

いう状況とか、あとは数日前から寒波が来ておりまして積雪も多かったとい

うことで帰省ができなかったという新成人の方も多かったのではないかと思

われます。 

  成人式自体も感染症の拡大防止策によりブラスバンドの演奏とかアトラク

ションが中止となりまして、来賓の方の招待も少なくして式典のみの開催と

変更いたしました。会場の入り口ではサーモグラフィのカメラによる検温、

そしてマスクの着用、手指の消毒を実施いたしまして、会場内では席を一つ

ずつ空けて成人の方を座らせて、あとは退場時には分散して退場するように

指示をこちらから出して実施いたしました。 

  今年の新成人の方は、どのお願いにも素直に従っていただいて式典もすご

く静かに行うことができまして、縮小開催という形ではありましたけれども、

関東のほうでは中止になった成人式もあったようですので、成人の方には思

い出に残るいい成人式ができたのではないかと思っております。教育委員の

皆様には今後とも成人式については御臨席を賜りまして、成人の方とともに

お祝いをしていただきたいなと思いますので、今後ともどうぞよろしくお願
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いいたします。以上、成人式の報告になります。 

 

○山本教育長 

  当初、麻生副総理がお見えになる予定でしたが、前日になって取りやめと

いうことで、来られませんでした。本当に今課長が言われたとおり非常に静

かでした。例年だったらいろいろのぼりが立ったりするらしいですが、非常

に穏やかないい式になったようでございます。 

  それでは、最後の報告事項でございます。新型コロナウイルス対策につい

て、部長、お願いします。 

 

○安永教育部長 

  それでは、新型コロナウイルス対策について説明いたします。資料６を御

覧ください。 

  １３日に、１都３県の緊急事態宣言に引き続き、福岡県も緊急事態宣言が

発令されました。直方市においては１５日に本部会議を開きまして、各施設

については午後８時以降の外出制限ということで午後８時以降まで開館して

いる施設を午後８時まで、または午後７時までとしたところでございます。 

  変更している箇所につきましては、変更後のところの部分を見ていただき

たいと思います。男女共同参画センターや体育センター、それからユメニテ

ィのおがた等については開館時間の制限をして短縮しているところでござい

ます。学校施設についても午後７時までの貸出しとしております。 

  小中学校については、文科省からの通知がございました。それについては

一律の休校は今回避けてということで、日常活動については一部制限、大き

な声を出さないとか、部活動についても体が触れ合うような激しい運動につ

いてはできるだけ避けていただく。それから、学校同士の練習試合等につい

ては見合わせ、もしくは延期等を考えるということです。 

  それから、もう御存じかと思いますが、御連絡させていただきましたけれ

ども、中泉小学校において児童１名が感染いたしましたので、これについて

は昨日を休校、今週いっぱい２２日までを学級閉鎖といたしております。緊

急事態宣言が２月７日までの期間となっておりますので、その期間は強化し

て、今後も国それから感染状況については注視してまいりたいと考えており

ます。 

  報告については以上でございます。 

 

○山本教育長 

  コロナに対応して各施設等の状況ですが、今説明があったとおりの対応に
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なっているというところです。コロナのほうもどんどんまた広がりを見せて

いるので、これまでは小中学生のほうも影響が出るということがなかったの

ですが、部長の説明にありましたように小学校で１校休校というような処置

をとるような事態も出てきています。ただ、国のほうも一律一斉に全部休校

という形をとらないようにというような指示なので、それぞれの状況に応じ

て学校ごと、また学校の中では学年のクラスごとの単位で対応していくとい

うようなことが続けざまに出てくることも十分考えられると思っておるとこ

ろです。では、新型コロナウイルス対策につきましてはよろしいですか。 

 

○中野委員 

  ユメニティのおがたの大ホールに関してなんですけれども、変更後が午後

８時までになっていますね。６日から７日までの間、２３日に市民劇場の公

演が入っていますが。 

 

○安永教育部長 

  国からの通知で、この緊急事態宣言が出るまでの間にチケットを販売して

いるもの、もしくは周知期間の間にチケットの販売が終わっているものにつ

いては、この限りではないという通知が来ておりましたので、一部８時以降

も催物をされている部分がございます。 

 

○中野委員 

  ありがとうございます。 

 

○山本教育長 

  そういう例外があるということですね。報告事項は以上で終了いたします。 

  その他のほうに移ります。２月行事について、お願いします。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  失礼します。資料７、令和２年度２月行事予定について説明いたします。 

  １日月曜日、定例校長会議を行います。 

  ４日木曜日、論文審査会、これは市の教育研究所に提出された教育論文に

関する論文審査会を開く予定です。 

  ９日火曜日は、定例教育委員会が設定されている日です。時間は１５時の

予定です。８０８会議室でお願いいたします。 

  ９日、１０日で公立高校の推薦入試がございます。ただ、この直方市の学

区内の普通高校に関しましては、１０日は推薦入試の実技等は入っていない
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との報告を受けております。ほかの地域においては１０日までの予定です。 

  １５日月曜日、適応指導教室運営委員会。 

  １６日火曜日が、学力向上検証委員会でございます。 

  １８日木曜日が、初任者研修の閉講式を予定しております。 

  １５、１６、１８、２６日の教育論文等表彰式・発表会におきましても、

現在の新型コロナウイルスの感染状況が引き続き継続するようであれば、会

議の実施の方法などを再検討して実施していく、もしくは中止等になること

もありますので、一応予定としてはこのようになっております。 

  ２月行事予定に関しましては以上ですが、９日の定例教育委員会の折に３

月の卒業式の参加割について提案させていただきます。一応、事前にそこは

参加できないと連絡があったところについては訂正させていただいておりま

すので、何か変更等ございましたら次回の定例教育委員会までに御連絡くだ

さい。よろしくお願いいたします。以上です。 

 

○山本教育長 

  ２月９日が定例教育委員会ということですね。２月行事につきまして、何

か御質問がございましたらお願いします。 

 

○安永教育部長 

  一点、御報告させていただきます。現在、小中学校の給食費については、

１１月から３カ月間無償化ということで実施しておりますけれども、市長と

協議をいたしまして、子育て世帯の経済支援といたしまして、このまま２月

と３月についても、小中学校の給食を無償化することといたしましたので御

報告申し上げます。 

 

○山本教育長 

  では、会議録署名委員の指名をお願いします。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  １月分の会議録署名につきましては、篠田委員にお願いいたします。 

 

○山本教育長 

  よろしくお願いいたします。以上で定例教育委員会は終了いたします。 
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        直方市教育委員会教育長 
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